
















　上野（2009）では，2007 年１月から 12 月の間に行わ
れたTOEFL PBT （TOEFL Paper-Based-Test）の得点
をもとに，日本語母国語話者と日本人にもなじみの深い
９ヶ国語の母国語話者の英語運用能力を比較した．また，
同様に，同年の TOEFL iBT （TOEFL Internet-Based 
Test）について，アジア出身の受験者の得点を比較考




みるため，TOEFL PBT ではなく TOEFL iBT の得点
に焦点を当て比較検討することにする．表１は，上野





TOEFL iBT の各セクションは 30 点満点であり，合計
得点は 120 点満点となっている．
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For eﬀ ective English reading : meaning-based reading
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要約：日本人の英語総合力は 2010 年，2011 年の TOEFL iBT の得点から判断しても，上野（2009）でみ
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表１．TOEFL iBT Total and Section Score Means, 2010.
（受験者母国語別比較）
Native Language Reading Listening Speaking Writing Total
Chinese 20 18 19 20 77
German 23 24 25 24 96
Greek 22 23 22 23 89
French 21 21 21 21 85
Italian 24 22 21 22 89
Japanese 18 16 17 18 69
Korean 21 20 20 21 81
Russian 20 21 22 21 84
Spanish 21 21 21 21 84
ETS（2011：９）より抽出
表２．TOEFL iBT Total and Section Score Means， 2010.
（アジアの受験者出身国別比較）
Native Language Reading Listening Speaking Writing Total
Singapore 24 25 24 26 98
India 23 23 23 23 92
Malaysia 22 22 21 24 88
Pakistan 21 22 23 23 88
Philippines 21 22 23 22 88
Bangladesh 20 20 21 22 83
Sri Lanka 20 21 22 21 83
Bhutan 19 19 22 22 82
Hong Kong 19 20 21 22 81
Korea, Republic of 21 20 20 21 81
Kyrgyzstan 18 19 21 20 79
Nepal 19 19 21 21 79
Indonesia 19 19 20 21 78
Kazakhstan 18 19 21 20 78
Korea, Democratic People’s 
Republic of 19 19 19 20 78
China 20 18 18 21 77
Uzbekistan 18 19 21 20 77
Azerbaijan 18 18 20 20 76
Taiwan（Republic of China） 19 18 19 20 76
Turkmenistan 17 19 21 19 76
Thailand 18 19 18 20 75
Macao 18 18 18 20 74
Myanmar 17 17 19 20 74
Afghanistan 15 17 21 19 73
Mongolia 17 18 19 19 73
Viet Nam 18 17 18 20 73
Japan 18 17 17 18 70
Lao, People’s Democratic 
Republic 15 16 18 18 67
Tajikistan 14 15 20 17 66
Cambodia 13 14 18 18 63
アジア出身の受験者の平均点 18.6 19.0 20.2 20.6 78.2
全受験者の平均点 20.1 19.5 20.0 20.7 80





Speaking は苦手だが，Reading や Writing ならそこそ
こできる．」と日本人がよく自ら口にする英語運用に
関する技能は，ほぼ自己満足的な弁解に聞こえてしま
う．確かに Reading と Writing の得点は，Listening，
Speaking の得点より高い傾向にあるのは事実だが，ア










表３．TOEFL iBT Total and Section Score Means, 2011.
（アジアの受験者出身国別比較）
Native Language Reading Listening Speaking Writing Total
Vietnam 19 18 18 21 76
Mongolia 17 18 19 19 73
Myanmar 17 17 19 19 72
Tajikistan 15 16 21 18 70
Japan 18 16 16 18 69
Lao, People’s Democratic 
Republic 15 17 19 18 68























































































































mean（％） 37.86 43.24 39.40



















る問題が 15 問で，計 50 問から成っている．厳密には，
語彙力，構文把握力・構成力は Listening を含むすべて
の問題形式で得点に関係するわけだが，ここでは便宜上








TOEIC 受験者 341,575 名の平均点は，402 点（Listening 
237 点，Reading 165 点）となっている．これは，確か
に，同年の高２受験者 11,630 名の TOEIC 平均点 415 点





































































































　　　　　　　　　　 ｜ to 不定詞 ｜
　　　　　　　　　　 ｜ ｜
　　　　　　　　　　 ｜ how（など）to 不定詞 ｜
　　　　　　　　　　 ｜ ｜












　　（a）　There ＋ be 動詞＋～
　　（b）　It ＋ be 動詞＋～（＋ for ～）＋ to 不定詞


























の後の（    ）の部分の語句が明瞭に聞こえなかったと
仮定しよう．



















































　（2）The teacher told us an interesting story．
　（3）We named her Hana．



























































































　（4）The cell absorbs food through its membrane， 
digesting this food with enzymes in order to produce 














① 　（4）で最初に出てくる名詞は cell（名詞句は The 





















“digesting this food with enzymes in order to produce 





























































































“, digesting this food with enzymes in order to produce 
energy before excreting wastes．”については，教師も
学生もかなりの忍耐が必要かも知れない．
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１ 　TOEFLテスト（Test of English as a Foreign Language）は，
英語圏の高等教育機関への入学を希望する英語を母国語とし
ない人々の英語運用能力を測る目的で，1964 年に米国のテス






テスト形式の PBT で Listening， Structure， Reading を中心
に出題されていたが，1998 年にコンピュータでの受験形式で
ある CBT（Computer-Based Test）が導入され，Writing が
必須化された．さらに，より実際的な英語運用能力を測るた
め，2005 年にインターネットを利用するTOEFL iBT が導入
され，Reading， Listening， Speaking， Writing の４セクショ
ン構成になった．現在では，インターネット環境が整ってい






















６ 　この５文型の基本は，C.T. Onions の An Advanced English 
Syntax による．しかし，Quirk, et al．（1985）は，この５文
型では説明しきれない副詞的要素A（Adverbial）を主要素と
して含む文を説明するために，SVA，SVOAの２文型を追加
し７文型を提唱している．例えば，My sister lives in Kyoto．
における“in Kyoto”がAであり文型としてSVAとなる．また，
She put it on the table. の“on the table”もこの情報がなく
なれば，文全体の意味は成立しないため，文の主要素のAと
し，文型 SVOAを形成しているとみる．勝見（2001）に見る
ように，現在の日本の多くの英語研究者は，この主張を支持
している．８文型（安藤，1983）や９文型（吉田，1995）な
どの主張もあるが，一般的ではない．
７ 　文法書で扱う分詞構文には，これ以外にも「時」「理由」「譲歩」
「条件」など複数の意味があることが説明されているが，現代
英語では頻度的に最も多いのは，（4）にみるような「付帯状況」
の意味である．
